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ォールを併用した 1 例． 
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6. 奥田有香、栗山俊之、川股知之：緩和ケアチームで関わったがん患者でのオピオイド導
入目的と生存期間に関する後ろ向き調査． 
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6. 川股知之：痛みの伝達機構から鎮痛を考える－内なる力を利用する－．第 7 回ジェネラ
ル・リハ・セラピスト セミナー（WEB）2021.7.4 
7. 川股知之：紀南地域医療 麻酔セミナー 周術期の現状と新たな方向性（田辺市）
2021.9.24 
8. 北詰かや：e-learning 復習・質問．2021 年度「和歌山県においてがん診療に携わる医師
等に対する緩和ケア研修会（集合研修）」（新宮市立医療センター主催）（新宮市）2021.12.5-
5 
9. 北詰かや：全人的苦痛に対する緩和ケア．2021 年度「和歌山県においてがん診療に携
わる医師等に対する緩和ケア研修会（集合研修）」（新宮市立医療センター主催）（新宮市）
2021.12.5-5 
10. 栗山俊之、奥田有香：がん患者の全身倦怠感と食欲不振－ステロイドの使い方を含め
て－．第 95 回腫瘍センター勉強会（和歌山市）2021.7.15 
11. 谷奥 匡：チーム医療としての気管挿管．これだけは知っておきたい周術期管理（和
歌山市）2021.12.4 
12. 羽場政法：日本 ACLS 協会 AHA ACLS コース（大阪）2021.7.31-1 
13. 羽場政法：日本医学シミュレーション学会 オンライン鎮静コース（WEB）2021.7.10 
14. 羽場政法：日本医学シミュレーション学会 オンライン鎮静コース（WEB）2021.10.9 
15. 羽場政法：術前患者評価 ～麻酔科医はここをみている！～．これだけは知っておき
たい周術期管理（和歌山市）2021.12.4 
16. 平野勇生：院内急変を防ぐために．南和歌山医療センター医局会勉強会（田辺市）
2021.11.19 



17. 丸山智之：周術期管理の基本：手術室看護師に必要な老年に対する基礎知識を理解し
よう．日本手術看護学会近畿地区 和歌山ブロックセミナー（WEB）2021.10.1-22 
18. 水本一弘：医療人が知っておくべき医療安全基礎知識 ．和歌山県病院協会令和 3 年度
新入職員研修会（和歌山市）2021.4.22 
19. 水本一弘：これからの医療安全教育のあり方．医療安全推進機構(MSPO) 医療安全高
等教育院講演会(WEB）2021.11.6 
20. 水本一弘：静脈路からの薬剤投与 薬液投与などに関するインシデント・アクシデン
トと防止策 (1)(2)．臨床工学技士の業務範囲追加に伴う厚生労働大臣指定による研修（告
示研修 2021）（WEB）2021.10.1 
21. 箕西利之、伊良波浩、絹川和孝：ハイブリッド手術室の新しい活用への道のり．第 12
回日赤和歌山ルネサンス（WEB）2021.3.4-11  
22. 山﨑景子、吉田朱里：当院での術中低血圧について－Acumen Analytics を用いた後ろ
向き検討－．第 6 回和歌山集中治療麻酔・救急セミナー（和歌山市）2021.10.1 
23. 吉田朱里：手術終了から帰室までの注意点．これだけは知っておきたい周術期管理（和
歌山市）2021.12.4 
 
Ⅵ 科研費交付状況 
1. 荒谷優一 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  新規痛み関連分子 Tmem45b が関係する炎症性腸疾患の病態解明 
2. 池本進一郎 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  Tmem45b に注目したがんによる体動時痛の機序解明 
3. 江尻加名子 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「若手研究」 
  がんの痛みと増殖における知覚神経の役割－がん増殖を抑制しうる鎮痛薬開発に向け
て－ 
4. 栗山俊之 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 

破骨細胞をターゲットとした骨がん痛メカニズムの解明：新規の骨がん痛治療法の開
発 
5. 谷奥 匡 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  神経線維をターゲットとした術後痛に対する新規治療薬の開発 
6. 中田亮子 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  新しい痛み治療薬の開発に向けた炎症性内臓痛発現メカニズムの解明 
7. 丸山智之 令和 3 年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究 C」 
  新規分子を標的とした痒み治療薬の開発に向けた末梢神経における痒み伝達の解明 
 
Ⅶ 臨床研究施行状況 
1. 研究代表 谷奥 匡（担当 丸山智之）．腹腔鏡下手術における新しい非侵襲的連続推定



心拍出量の信頼性に関する前向き観察研究（倫理委員会承認番号 2473） 
2. 研究代表 吉田朱里(担当 西畑雅由)．TEMPLE TOUCH PROTM を用いて橈骨動脈
上で測定した体温は中枢温を反映するか～前向き観察研究～（倫理委員会承認番号 2414） 
 
Ⅷ 基礎研究施行状況 
1. 川股知之．痛み神経とがん組織の間のクロストークの解明 
（動物実験委員会承認番号 735） 
2. 谷奥 匡．遺伝子欠損マウスを用いた機械性痛覚過敏を惹起する分子の探索 
（動物実験委員会承認番号 857） 
3. 谷奥 匡．ラットにおける Tmem45b の発現分布解析および機能解析 
（動物実験委員会承認番号 927） 
4. 吉田朱里．がんの増殖およびがん性痛における CGRP の役割の解明 
（動物実験委員会承認番号 931） 
5. 谷奥 匡．Tmem45b 陽性末梢神経の解析 
（動物実験委員会承認番号 939） 
6. 丸山智之．電気生理学解析による痛み受容における Tmem45b の関与 
（動物実験委員会承認番号 988） 
7. 荒谷優一．新しい痛み治療薬の開発に向けた炎症性内臓痛発現メカニズムの解析 
（動物実験委員会承認番号 1016） 
8. 吉田朱里．がんの増殖およびがん性痛における TRPA1/V1 の役割の解明 
（動物実験委員会承認番号 1030） 
9. 西畑雅由．Tmem45b 陽性末梢神経選択的 EGFP 発現マウスの解析 
（動物実験委員会承認番号 1051） 
10. 荒谷優一．新しい治療法開発に向けた炎症性腸疾患の病態解明 
（動物実験委員会承認番号 1080） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅸ 受賞 
1. 箕西 利之：第 12 回日赤和歌山ルネサンス（WEB）2021.3.4-11 
  審査員賞 
 
2. 麻酔科学教室：令和 2 年度 
 和歌山県立医科大学 ベストクリニカルティーチング賞 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 


